
（別紙３）

○事業所名 ほっぷ東区

○保護者評価実施期間
R7年３月１日 ～ R7年３月14日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 13
13

○従業者評価実施期間
R7年３月１日 ～ R7年３月14日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 7
7

○事業者向け自己評価表作成日
R7年３月22日

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

（回答者数）

（回答者数）

保護者との連携による安心感の提供：保護者との日
頃からの密な情報交換や、面談、助言等により、子
どもの状況について共通理解ができていること。ま
た、家族支援プログラムや研修会、情報提供の機会
を設けるなど、家族への支援も行っている。

PDCAサイクルによる業務改善：保護者や職員から
の意見等を把握する機会を設け、業務改善につなげ
ている。

アセスメントの充実：標準化されたツールを用いた
フォーマルアセスメントと、日々の行動観察を含む
インフォーマルアセスメントを組み合わせ、子ども
の適応行動の状況を多角的に確認することで、より
個別性の高い支援に繋げることが期待される

個別支援計画に基づく丁寧な支援：子どもの特性や
ニーズ、課題を客観的に分析し、個別支援計画を作
成していること。計画には、本人支援、家族支援、
移行支援など、必要な項目が適切に設定されてい
る。

研修機会の確保：職員の資質向上のため、研修受講
や法人内
研修の機会を確保している。

地域との連携強化：地域の児童発達支援センターと
の連携や、放課後児童クラブ、児童館との交流、地
域の子どもとの活動機会を設けるなど、地域との連
携をさらに強化することで、子どもの社会性の発達
や地域での包括的な支援体制の構築に繋がることが
期待される。

安全への配慮と体制：事故防止マニュアル、緊急時
対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、訓練を実施するなど、安全へ
の体制を整えている。

チーム支援の徹底：活動プログラムの立案をチーム
で行い、
支援開始前後の打合せや振り返りを行うことで、
チームで連携した支援を意識している。

情報発信の継続と工夫：
定期的な通信の発行や、HP、SNS等を活用した情
報発信を継続し、活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報を積極的に発信することで、保護者や地域住
民との更なる信頼関係の構築や、利用者の増加に繋
がる可能性がある。

保護者への支援に関する課題：家族支援プログラム
の実施や、保護者会等の開催による保護者同士の交
流機会の提供、兄弟姉妹への支援などが十分に行え
ていない。

人的資源の不足：職員の配置数が適切でない場合
や、職員の専門性が不足している場合、十分な支援
を提供することが難しい。

保護者支援の充実：家族支援プログラムの充実、保
護者交流の機会提供、兄弟姉妹への支援など、保護
者への支援を充実させるための取り組みが必要であ
る。

地域との連携に関する課題：放課後児童クラブや児
童館との交流、地域の子どもとの活動機会の提供な
どが十分に行えていない。

環境要因：子どもの活動スペースが十分に確保され
ていない、生活空間が構造化されていない、バリア
フリー化や情報伝達への配慮が不十分であるなど、
環境要因が課題となっている場合がある。

地域連携の強化：放課後児童クラブや児童館との交
流、地域の子どもとの交流機会を増やすなど、地域
との連携を強化するための取り組みが必要である。

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること



3

情報提供に関する課題：定期的な通信やホームペー
ジ、SNS等での情報発信が十分に行えていない。

計画と実践の乖離：放課後等デイサービス計画が適
切に作成されていない、または計画に沿った支援が
行われていない場合、支援の効果が十分に発揮され
ない。

情報発信の強化：定期的な情報発信、ホームページ
やSNSの活用など、情報発信を強化するための取り
組みが必要である。


